
アルツハイマー病治療薬
抗アミロイドβ抗体薬

レケンビ®・ケサンラ®に関する
診療のご案内

愛宕病院

「最近もの忘れが気になる」

「アルツハイマー病かも？」

そんなお悩みをお持ちの方へ

医療法人新松田会 愛宕病院

＜当院へのアクセス＞

 JR高知駅から西へ800m

 とさでん交通バス 愛宕町1丁目下車すぐ

 高知ICより車で約12分

【お問い合わせ・ご予約】

医療法人新松田会 愛宕病院 脳神経外科外来

〒780-0051 高知市愛宕町1丁目1-13

℡ 088-823-3301（代）

✤ 受診をご希望の場合は、事前にご予約いただくことを

  おすすめしています。下記までお問い合わせください。



抗アミロイドβ抗体薬
レケンビ®・ケサンラ®とは？

レケンビ®（一般名：レカネマブ）とケサンラ®（一般名：ド

ナネマブ）は、「アルツハイマー病による軽度認知障害

（MCI）」ならびに「アルツハイマー病による軽度の認知

症」の進行を抑制する効能・効果が認められています。

作用機序はそれぞれ異なりますが、いずれも脳内に蓄積

したアミロイドβを取り除く作用があります。

その結果、アルツハイマー病の進行を遅らせる効果が期

待されています。

愛宕病院 脳神経外科では、厚生労働省が定める「最適

使用推進ガイドライン」に基づき、安全に投与できる体制

を整えています。

治療の対象者は？

「アルツハイマー病による軽度認知障害（MCI）」

および、「アルツハイマー病による軽度の認知症」の

方に限定されています。

初診時に、診察および検査を行い、治療の適応か否

かを判断します。

治療の対象外と判断された場合には、他の治療法を

提案します。

どんな副作用がありますか？

【アミロイド関連画像異常（ARIA）、脳出血】

脳のむくみや脳の中で出血が起こることがあります。

ARIAの有無はMRI検査で確認することができる

ので、定期的に検査を行います。

検査の結果、重症度によっては治療を中断または中止

することがあります。

【重篤な過敏症（アナフィラキシーを含む）】

関連する症状には、赤い湿疹、寒気、吐き気、嘔吐、汗

をかく、息苦しいなどがあります。

 点滴に伴う副作用

治療の初期に、頭痛、寒気、発熱、吐き気、嘔吐

などの症状が現れることがあります。

 注意が必要な副作用

レケンビ®・ケサンラ® 治療について 治療までのスケジュール

身体所見や困りごとの確認など

を行います

患者さんの日常をよく知る人の

同行が必要です

認知症かどうか、進み具合などを

確認します

認知機能検査（MMSE・CDR）を

行います

血液検査・脳MRI撮影を行い、

検査結果を総合して鑑別診断を

します

問診（診察）

脳のはたらきをみる

簡単な検査

MCI・認知症の原因

を調べます

髄液検査
または

アミロイドPET

脳内のアミロイドβの蓄積を調

べるため、腰椎穿刺による髄液

検査またはアミロイドPETを行

います

陽性であれば、治療の適応か否

かを判断します

投与スケジュール

レケンビ® ケサンラ®

受診頻度 2週間ごと 4週間ごと

1回の治療時間 約1時間 30分～1時間

✤ 初回投与は副反応の観察のため1泊2日の入院が必要
です

アルツハイマー病治療薬

✤ 必要に応じて医師が薬の効果や病気の進み具合などを

確認し、治療の継続または中止を判断します。

 高額医療制度

医療機関や薬局の窓口で支払った、同一月の自己負担額

が上限額を超えた場合にその超えた金額を支給し、医療

費負担を軽減する制度です。

医療費に関するご相談は、医事課（総合受付）で承ります。

医療費について

治療費は高額になることがありますが、高額医療制度の

利用によって、自己負担額を軽減することができます。


	スライド番号 1
	スライド番号 2

